
地域ブランド・統一ブランド・組合オリジナルブランド
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17 赤帽岐阜県軽自動車運送協同組合
「ブランド力」を明確にした、顧客獲得への取組み

住　　所 〒５０１－６０１３　岐阜県羽島郡岐南町平成 3丁目１５２番地
電話番号 ０５８－２４７－４４５１ Ｕ Ｒ Ｌ http://gifu.akabou.jp/
設　　立 昭和５３年４月 出 資 金 ４,０００千円
主な業種 運送業 組 合 員 ８１人

自組合の「ブランド力」について突き詰めて考え抜くことで、「やるべきこと」が明確に
なり、組合員一丸となって新規事業に取り組むことができた。

事業 ･活動推進の

キーファクター

■背景と目的
　物流業界では新規参入業者の増加による競争の激化や高齢化による就業者の減少など、様々な課題が発生しており、
当組合においても規模の縮小を余儀なくされていた。さらに組合員の減少に合わせて、新たな取組みへの着手が疎かに
なっていることにも危機感を抱き、ブランド力を強化して現状の打破を目指すこととした。

■事業・活動の内容と手法
　はじめに、昨年度、岐阜県中央会の「組合等ブランド強化支援事業」（全 6回実施）を活用し、外部専門家を招いて
組合ブランドを明確化することに着手した。役員全員が参加し、①現状把握、②方向性の検討、③「強み」の発掘、④
事業の目的確認、⑤ドメインの設定、⑥目標設定、⑦新規事業の可能性検討、⑧具体的なアクションプランの決定といっ
た段階的なプロセスを通じて、組合が目指すべき方向性を確立させていった。話し合いを進める中で対立することもあっ
たが、曽根理事長が中心となって意見をまとめ、役員全員で意思統一を図ることができた。その結果、組合の主事業で
ある共同受注事業の重要性を再認識するとともに、組合の特長（強み）を外部へ発信していくことの必要性が明らかになっ
た。
　そのため、今年度、岐阜県中央会の「組合等活動応援助成事業補助金」を活用し、組合ＰＲのための広告宣伝活動を
行うこととした。まずは、営業ツールとしてチラシ及びマグネットシートを製作、先の「組合等ブランド強化支援事業」
で明らかになった組合の特長を明確にしたものを作成することができた。現在は、県内の工業団地を中心とした訪問先
リストを作成して、計画的に営業活動を進めている。

■成果
　役員の間で意見の対立や議論が白熱したことも多々あったが、曽根理事長の組合活性化への強い想いとリーダーシッ
プにより、粘り強く合意形成を進めた結果、意思統一が進み、コミュニケーションがスムーズになった。現在は役員全
員が組合のために積極的に営業活動に着手し、新規の受注獲得に繋げることができているほか、新規組合員の募集も精
力的に行っている。

▲役員全員による会議の様子 ▲製作したチラシ、マグネット
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